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大崎ゲートシティー ウエストタワー２F

南部労政会館 第六会議室
１３：３０－１７：００
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プログラム

１．13：30～13：40 理事挨拶 LMJ理事
２．13：40～14：10 トラブル解決シートとその利用方法

（現場トラブル・問題点を解決するワークシート完成使用方法について解説いたします。）
LMJ技術部会 委員 金子 寛明様

（新菱冷熱工業株式会社）
３．14：10～14：30 ＬＯＮ／無線変換ユニット ＲＭＯ－０３４の紹介

四国計測株式会社 尾崎 賢二様
４．14：30～15：00 LM V3.4ガイドラインについて

（相互運用性を強化したLonMark Version3.4ガイドラインについて解説いたします。）
LMJ技術部会長 田中 宏明様

（横河電機株式会社）
休憩（15分間）

５．15：15～15：35 LonWorks通信付コンパクト電子式電力量計の紹介
大崎電気株式会社 鈴木 和敏様

６．15：35～16：05 標準プラグインDCS規格
（ネットワーク管理ツールを選ばないXMLベースの標準プラグイン規格化に関して解説いたします。）

LMJ技術部会 委員 青木俊二様
（株式会社リードシステム）

７．16：05～16：25 LONWORKS対応のHVAC用インバータ
富士電機機器制御株式会社 大家 浩一朗様

８．16：25～16：55 接続確認ラボ設立について
（オープンネットワーク統合コンソーシアム構想LonWorksBACnet、IPV6、SOAP/XMLすべての
オープンネットワークの接続確認ができるラボを設立します。）

LMJ事務局長 馬渡 淑子様
（株式会社NTTデータ）

９．17：00 閉会



トラブルサポートシートと
その利用方法

トラブルサポートシートとトラブルサポートシートと
その利用方法その利用方法

LonMark Japan
第２回技術セミナー

～～ トラブル対策トラブル対策SWGSWG ～～



恐怖の電話恐怖の電話

Lon製品のメーカーにとって、最も恐ろしいのは
納入現場のSI担当者からの電話である。
「原因がわからないんですけど、おたくのとこの
ノードが動かないんです。」とか

「明日までに調整を終わらないといけないんで

何とかしてください。」とか

で、原因を特定するために電話でヒアリングを

始めることになりますが・・・



電話でのサポート電話でのサポート

なにしろ相手は半分パニック状態だし、

まずは、落ち着いてひとつひとつ状況を確認

しようとするが、回答が要領を得ない。

こうなると、相手の技術レベルも疑問だし、

答えを信じていいのか・・・。

こんな経験はどなたもお有りだと思います。

状況の確認、原因の切り分けを簡単にする

良い方法はないだろうか？ そこで



トラブルサポートシートの出番トラブルサポートシートの出番

確認すべきポイントを押さえた一次対応シート

を作成すれば、素早いトラブルサポートが可能

となるはず。

技術部会は、こう考えてトラブルサポートシート

を作成いたしました。（別紙参照）



トラブルサポートシート（１）トラブルサポートシート（１）

REV1.3

TEL:
FAX:
E-Mail:

Lon導入施設名称 受 付 日 時

会社ｏｒ事業所名 所 属 部 署

氏 名 Ｅ － Ｍ ａ ｉ ｌ

電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号

住 所

コールＳＩ情報

ＬｏｎＷｏｒｋｓ 技術トラブルサポートシート



トラブルサポートシート（２）トラブルサポートシート（２）

シ ス テ ム 用 途 （ 使 用 設 備 ） □生産（　　　　） □空調 □電力 □照明 □防犯 □搬送 □その他（　　　）

シ ス テ ム 規 模 （ ノ ー ド 数 ）

システム構成情報

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ バ ー ジ ョ ン

　ケーブル長（　　ｍ）　接続形態・トポロジー（　　　　　　　　　　）

メ デ ィ ア の 種 類

特記事項:

　ゲートウェイ　□有　□無　ターミネータ　□有　□無ネ ッ ト ワ ー ク 構 成

ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 ・ 設 計 ツ ー ル □LonMaker（Ver.　　）　□その他（ﾂｰﾙ名:　　　　　　　　　　　 ）

シ ス テ ム 特 記 事 項



トラブルサポートシート（３）トラブルサポートシート（３）

ジョブ進捗状況

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞﾂｰ
ﾙ の 所 持

トレーニング
経 験

□有:ﾚﾍﾞﾙ(　　)
□無

トラブル詳細内容 サービスランプ点灯状況：

添 付 参 考 資 料 □無　□有 資料名：

トラブル情報

□構成・構築（ｺﾐｯｼｮﾝ）　□試運転・調整　□引渡済（開業）□新築　　□改修　　□増築

□ プロトコルアナライザ　 □ オシロスコープ
□ NodeUtility　　　 □ その他（　　　　　　）



トラブルサポートシートを使用してご意見
を下さい。より良いシートにしていきたい
と思います。

併せて、LonMark Japan技術部会
へご参加ください。

トラブルサポートシートを使用してご意見
を下さい。より良いシートにしていきたい
と思います。

併せて、LonMark Japan技術部会
へご参加ください。



REV1.3

TEL:
FAX:
E-Mail:

Lon導入施設名
称 受 付 日 時

会社ｏｒ事業所
名 所 属 部 署

氏 名 Ｅ － Ｍ ａ ｉ ｌ

電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号

住 所

ジョブ進捗状況

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞﾂｰ
ﾙ の 所 持

トレーニング
経 験

□有:ﾚﾍﾞﾙ(　　)
□無

トラブル詳細内
容 サービスランプ点灯状況：

添 付 参 考 資 料 □無　□有

シ ス テ ム 用 途 （ 使 用 設 備 ） □生産（　　　　） □空調 □電力 □照明 □防犯 □搬送 □その他（　　　）

シ ス テ ム 規 模 （ ノ ー ド 数 ）

ＬｏｎＷｏｒｋｓ 技術トラブルサポートシート

システム構成情報

□ プロトコルアナライザ　 □ オシロスコープ
□ NodeUtility　　　 □ その他（　　　　　　）

コールＳＩ情報

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ バ ー ジ ョ ン

　ケーブル長（　　ｍ）　接続形態・トポロジー（　　　　　　　　　　）

メ デ ィ ア の 種 類

特記事項:

資料名：

トラブル情報

　ゲートウェイ　□有　□無　ターミネータ　□有　□無

□構成・構築（ｺﾐｯｼｮﾝ）　□試運転・調整　□引渡済（開業）□新築　　□改修　　□増築

ネ ッ ト ワ ー ク 構 成

ネットワーク構築・設計ツール □LonMaker（Ver.　　）　□その他（ﾂｰﾙ名:　　　　　　　　　　　 ）

シ ス テ ム 特 記 事 項
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LON/無線変換ユニット（RMO-034）製品紹介

四国計測工業株式会社

２００６年 ２月１４日
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特 長

◎ 当社のLONコンポーネント（RMO、RMS等）や
FTT-10Aトランシーバを使用しているLON製品を
無線化することが可能

◎ 本装置により、見通し３００ｍの距離を無線化する
ことが可能

◎ 無線部は、2.4GHz帯高度化省電力データ通信
システムの適合規格（STD-T66)を取得済みのため、
免許や届け出が不要

• 無線化可能な通信は、１対１のみ（１：Nでは利用不可）

• 通信チャンネルは、本体内部のＤＩＰスイッチで設定
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ＬＯＮ無線変換ユニット使用例

･･･ｻｰﾊﾞに繋ぐためのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ
入出力ユニット

･･･全機能を統括管理する小型ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

ＲＳサーバ

入出力ユニット
（DI/O）

デマンド
制御

①換気ファン

②給気ファン

AA棟棟

入出力ユニット
（ＰＩ）

電力量
センサ

電力量
計測

①受電動力盤 No.1（幹線）

電力量
センサ

②受電動力盤 No.2（幹線）

③受電電灯盤 No.1（幹線）

④受電動力盤 No.3（幹線）

（事務室１,大会議室）

（管理室１,加工１,管理室２,食堂）

（製造ライン１,２,３）

（空調電源盤１,２,３,４）

ＲＳサーバ

クライアントＰＣ
(アプリケーション）

社
内L
A
N

社内LAN

電力量取引メータ

デマンド情報

電力量計測情報

指令 収集

収集

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝPCへ

･･･ﾛﾝﾜｰｸｽ配線

･･･信号線

･･･ＬＡＮ配線 ③照明

（事務室換気,食堂,工場内など）

（事務室換気,食堂,工場内,厨房など）

（バックヤード,廊下など）デマンド制御

入出力ユニット
（ＰＩ）

光電
センサ

光電
センサ

生産数
計測

①生産数カウント（自動）

（製造ライン１,２,３）

BB棟棟
生産数計測情報

デマンド監視・制御

系統別電力監視

デマ番

LON（有
線）

LON/無線
変換ユニット

LON/無線
変換ユニット

LON（無
線）

LON（有線）

電力量
センサ

製造ラインなどの電力量計測

クライアントＰＣ
(アプリケーション）

クライアントＰＣ
(アプリケーション）
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仕 様

仕様

周波数 2.402～2.482GHz（2MHzｽﾃｯﾌﾟで41ﾁｬﾝﾈﾙ設定可能）

送信出力 9mw±1mw/MHz

受信方式 スーパーヘテロダイン

通信距離 外部アンテナ使用時 300m（見通し）

LON 78kbps（FTT-10A、フリートポロジ）

無線 4.9kbps（スペクトラム拡散方式）

電　　源 AC85V～132V（50/60Hz）

消費電流 50mA

温度 -10～50℃
湿度 90%RH以下(結露無きこと)

外形寸法 120(W)×60(H)×80(D) mm

材　　質 ABS樹脂(本体）

塗　　色 ホワイトグレー

取　　付
M4のねじ止め
DINレール対応（オプション）

外部アンテナ L=80mm、φ8

無線部特性

信号ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
通信速度

項目

環境条件
（動作時）
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外観 及び 内部構造

外観図 内部

80mm

120mm

60mm

ﾙｰﾀｺｱﾓｼﾞｭｰﾙ

無線ﾓｼﾞｭｰ
ﾙ

電源基板LONﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

本体 取付カバー

外部アンテナ
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ＬＯＮ／無線変換ユニットシステム構成

設定スイッチ

トランシーバ

サービスピン

スイッチ

ル
ー
タ
コ
ア
モ
ジ
ュ
ー
ル

（FTT-10A）

トランシーバ

設定スイッチ

無線周波数

外部アンテナ

AC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ 内部電源

AC
(L)

AC
(N)

ＬＯＮ

LON+

LON-

サービスピン

ＬＥＤ（赤）

無線モジュール
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施工方法

壁等

③ネジカバーを本体に取り付け ②本体を蓋に取り付け ①蓋を壁等に取り付け

蓋本体ネジカバー

本体 取付カバー

• 取付カバーを壁面などに固定し、配線を行った後、本体を取り付ける方式とした。

• 配線は、本体内で処理することができるため、見栄えよく仕上げることが可能である。

• DINレールは、取付カバーにオプション治具を取り付けることで対応可能である。
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無線性能評価＜参考＞

（１）評価項目（代表例）

LON/無線変換
ユニット

RＳサーバ
LON
（有線）

RMO-009
（DI）

パソコン
（モニタ）

（２）試験構成

＜評価条件＞
• リトライ間隔512ｍｓ
• 何回リトライして通信できたかをパソコンでモニタし、リトライ回数が4回以上
の場合を通信失敗とする。

LAN（有線）

LON
（有線）

LON（無線）

無線通信距離と周囲温度変化に対する通信状況の評価結果。
•通信距離：0～470ｍ（見通し）における通信状況
•周囲温度：-20℃～+60℃ における通信状況

LON/無線変換
ユニット
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・通信距離での評価結果

０

４以上

５

２ ３１

００２３１５２８４７０

通信失敗
リトライ回数通信回数

（全回数）

通信距離

（ｍ）

０

０

４以上３２１

０００１２４４０００６０

００００３０００００－２０

通信失敗
リトライ回数通信回数

（全回数）
温度（℃）

・周囲温度の影響評価

• 通信距離の評価では、４７０ｍ（見通し）で安定な通信が行えることが確認できた。
• 周囲温度の評価では-20℃～+60℃で良好な結果が得られ、製品仕様（-10℃～50℃）
の範囲で十分性能が保証できることが確認できた。

（３）無線性能評価結果

無線性能評価＜参考＞
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導入時の注意事項

ＬＯＮネットワーク１
通信速度：７８Ｋｂｐｓ

LON/無線
変換ユニット

LON/無線
変換ユニット

ＬＯＮネットワーク２
通信速度：７８Ｋｂｐｓ

無線区間
通信速度：４．８Ｋｂｐｓ

• 有線区間より、無線区間の通信速度が遅いため、大量の通信パケットが発生するような部分で
使用すると、通信異常が発生するため、利用には適さない。

• たとえば、ＬＯＮネットネットワーク同士の接続などを行う場合には、十分にネットワーク設計を
行ってから利用する必要がある。
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ターゲットとする市場

(単位：円）

1台 85,000

1セット（２台分） 170,000

販売価格

• 有線では施工できないような特殊な環境
（例：公道や川等があり配線が困難な場所など）

• 有線を敷設した場合、工事費が多く必要となる場合

問い合わせ
ＯＰソリューション事業部 東京支社
ＴＥＬ ０８７－８４０－０３８５ ＴＥＬ ０３－５５２１－６２９９
ＦＡＸ ０８７－８４０－０３９０ ＦＡＸ ０３－５５２１－６２９８

担当：尾崎



LonMarkLonMark JapanJapan
第二回第二回技術技術セミナーセミナー

バージョン3.4 LonMark(r)アプリケーション
層相互運用ガイドラインについて

LonMark Japan 技術部会 田中宏明

２００６年２月１４日 大崎労政会館



LonMarkLonMark InterInteroperability Guideline V3.4operability Guideline V3.4
改定の経緯改定の経緯

Á 2005年8月 V3.4について意見を求められる
Á 8月3日：拡大技術部会開催 日本の意見をLMI
に送付

Á 一部修正

Á V3.4発行
<http://www.lonmark.org/products/gui
des.htm#guidelines>



V3.4V3.4 ドキュメントドキュメント

Á LmApp34.pdf - LONMARK Application-Layer 
Interoperability Guidelines 
- Version 3.4, updated 2005-10, effective 2005-10-05 
(1.6MB) 

Á LmPhy34.pdf - LONMARK Layer 1-6 Interoperability 
Guidelines 
- Version 3.4, updated 2005-10, effective 2005-10-05 
(909KB) 

Á LmXif4401.pdf - LONMARK Device Interface File 
Reference Guide. Describes the content and structure of 
a device interface (XIF) file. This is Revision 4.401 and 
documents XIF format version 4.401 - updated 2005-
09-28 (424K)



概要概要

Á 明文化されていなかった部分を明文化

Á セルフインストールに関する記述の追加

従来のセルフインストールのサポートに加えて、ISI

（バインドの可能な相互接続可能なセルフインストー
ル）との共存規定を追加した



SISI文字列、文字列、CPCPインストール時の属性の変更インストール時の属性の変更

Á 1. それぞれが独立して変更されるのを許容するために
ConstantとDevice特有のフラグを再定義しました。

0x88No0x88Reset-required

0x80Yes0x80No restrictions

0x90No0x90Manufacturing-only

0x81No0x81FB-disabled

0xA0Yes0xA4Device-specific

0x82No0x82Device-offline

0x84Yes0x84Constant

ValueExclusiveValueFlag

V3.4V3.3LonMark

P46 Table 4. より



標準のベースタイプ型追加標準のベースタイプ型追加

Á 標準のベースタイプとして4バイト固定小数
点型と倍精度浮動小数点型を加えました。

P55 3.1.1 Resourcesで使用できるベースタイプの定義

Unsigned quad(32bit)

IEEE754 double-precision floating point(64bit)

を追加した

従来 桁不足とされたアプリケーションに対応できる
ようにした



自己ドキュメンテーションストリングで自己ドキュメンテーションストリングで
使用できる文字明文化使用できる文字明文化

Á 自己ドキュメンテーションストリングによっ
て宣言されたネットワーク変数メンバ名に
どの文字を使用することができないかを明
確にしました。

２．６ Device Self-Documentation String 参照



自己ドキュメンテーションストリング自己ドキュメンテーションストリング

Á 自己ドキュメンテーションストリングはガイドラ
インに従わなければなりません。

Á これは、ネットワークツールが適切に
LonMark自己ドキュメンテーションを解釈す
ることができるのを確実にします。

２．６ Device Self-Documentation String 参照



標準標準FPFP搭載を明文化搭載を明文化

Á 標準インターフェースを使用することでデバイス
のプライマリ機能へのインタフェースを実装しな
ければならないFPをはっきりさせました。

p60 Guideline 3.1.2A

認証デバイスの主要な機能は、認定FP 1～19999、25001～を使って実装す
ること

Node Object以外、ノードの機能を表すFPをインタ
オペラぶるなFPとして実装しなくてはならない。



タイミング要件追加タイミング要件追加

Á リセットとポーリングタイミングのための要
件を加えました。

Guideline 2.7.2 通常動作で、認証デバイスは、ポーリング
の応答を、ポーリング要求を受けてから20ms以内に返すべ
きである。

Guideline 4.1.B リセットコマンドを受けてから18秒以内で、
ネットワーク管理コマンドに応答すること。

2.7.2は、ニューロンチップの実力にあっていない実装は難しい。

5MHz以上のクロックでは50ms、それ以外は100msとする。



自己インストールガイドライン追加自己インストールガイドライン追加

Á Interoperable Self-インストール
(ISI(tm))のサポートを加えて、自己イン
ストールガイドラインを改訂しました。

Guideline 4.1.4B ISIサポートした、認証された自
己インストールデバイスは、ISIプロトコルを実装すべ
きである。

上記 Guidelineは必要？
LonMark Interoperability Guidelineの改定の権利はEchelon
社にある。改訂についてコメントはできるが、LMI会員に承認、否認の権利
はない。



自己インストールガイドライン自己インストールガイドライン

Á Node Objectが実装されないとき、
SCPTnwrkCnfg CPを全体のデバイスに
適用させてください。

自己インストールをサポートする場合

自己インストール機器について Node Object搭載
の条件を緩和



自己インストールガイドライン自己インストールガイドライン

Á SCPTnwrkCnfg CPはConfiguration
ネットワーク変数として実装しなければなら
ない。

Á Guideline 4.1.4A



ControllerControllerのファンクショナル・プロファイルのサポートをのファンクショナル・プロファイルのサポートを

終了終了

Á Controllerのファンクショナル・プロファイ
ルのサポートを終了しました。

Á Controllerファンクショナル・プロファイル
を搭載した以前のバージョンのLonMark
認定製品は、別の標準ファンクショナル・プ
ロファイルに置き換えて認証を取得するこ
と。



LonMarkLonMark標準標準 ISOISO化化

Á ガイドラインをISO対応とするために別々
のドキュメントのNeuron C参照を動かし
ました。



LonMarkLonMark標準標準 ISOISO化化

Á 書式 記号列の仕様を加えました。

Á 3.1.4 Formats
Á 別のドキュメントから移動



V3.4V3.4取得について取得について

Á 以前の認証後18ヶ月あるいは、V3.4発行後
6ヶ月のどちらか遅い方の期間内に再認証を
受ける必要がある。

Á 次の要件を満たす場合は、次のバージョンま
で再認証は免除される

LM3.0以前に認証されたデバイス
LM3.1,3.2,3.3で認証されガイドラインの
2.5B、2.7.2.2、2.8以外に適合した製品、
但しControllerFPを使用していない場合に限
る。



Q&AQ&A



Ｌｏｎ通信機能付

コンパクトＥＭの紹介

Ｌｏｎ通信機能付Ｌｏｎ通信機能付

コンパクトＥＭの紹介コンパクトＥＭの紹介

２００６年２月１４日



製品紹介製品紹介

新型コンパクトＥＭ(LONWORKSネットワーク対応)
・超コンパクト・超軽量

・省施工・省スペースの計器を提供します。

・課金用途に使用できる検定品対応

単独計器

ｵﾌｨﾙﾋﾞﾙ
BA･BEMS用
ｴﾈﾙｷﾞｰ計測

工場

ESCO,省ｴﾈ法
対応

ｴﾈﾙｷﾞｰ記録

ﾃﾅﾝﾄﾋﾞﾙ
自動検針等
課金用途

ﾁｪｰﾝｽﾄｱ
(ｽｰﾊﾟｰ､ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ)

ｴﾈﾙｷﾞｰ
計測ｻｰﾋﾞｽ



コンパクトＥＭ開発の背景

・サイズ：従来の電力量計（当社機械式120A計器）と比

較して、面積約1/5、重さ約1/7、容積約1/10

と小型化を実現。

･形状 ：ＪＩＳの協約寸法に準拠した100(W)×96(H)×65(D)と
し漏電遮断器と同様の上下配列、圧着端子構造にし
たことで、施工のし易さを実現。

・接続構造：電源線接続方向４方向に対応したタイプをライン
アップ。(注．発信装置付計器のみ対応)

省資源・省スペース化の動き

きめ細かな使用電力計測 分電盤の小型化

現行機械式電力量計では形状・サイズ・接続方法に限界

市場動向

ニーズ

現行計器

新型計器
計器電子化することにより画期的な構造・寸法を実現

当社が他社に先駆け「コンパクトＥＭ」として２００１年４月製品化



新型コンパクトＥＭ開発コンセプト

顧客の設置・施工に関す
るニーズ

複数の競合他社参
入による競争激化

当社既存市場のシェアの維持と更な
るシェア拡販を狙う

ニーズ 環境への配慮

設置を容易にする
構造見直し

ＲｏＨＳ指令対応

市場環境



特長（計器設置，施工性向上等）

他分電盤機器との
整合を計るため端
子台高さ32mm⇒
24mmに変更

顧客のニーズによ
りＩＥＣレール取
付け構造標準装備

顧客のニーズによ
り発信端子位置
両端⇒片側２段に
変更

IECﾚｰﾙ取付部

ＩＥＣレール取付図

その他：軽量化（600g→500g） Lon通信機能付と同形状と
して、発信装置付もラインアッﾌﾟ

IECﾚｰﾙ



機種・定格一覧

名称：屋内耐侯形普通電力量計(Lon通信機能付)
1)単相２線式 形名：A5BA-R, 100V,(/110V),200V,240V,30A,120A,/5A

2)単相３線式 形名：A6BA-R, 100V,                                 30A,120A,/5A

3)三相３線式 形名：A7BA-R, 100V,(/110V),200V,          30A,120A,/5A

単独計器 変成器付計器



ポーリング方式またはイベント方式データ送信方式

ツイストペアケーブル通信メディア

７８ｋｂｐｓ伝送速度

FT-X1型トランシーバー伝送方式

詳 細項 目

通信仕様



入力ネットワーク変数

中央監視からの送信間隔設定SNVT_elec_kwh_l送信間隔設定

中央監視からのイベント方式設定SNVT_char_asciiイベント方式設定

中央監視からの乗率要求SNVT_char_ascii乗率要求

中央監視からの電力量要求SNVT_char_ascii電力量要求

内 容変数型名 称

ネットワーク変数①



出力ネットワーク変数

電力量（液晶表示値×乗率）SNVT_str_asc電力量２

送信間隔SNVT_elec_kwh_l送信間隔

イベント方式の許可／禁止SNVT_char_asciiイベント方式

乗率SNVT_count乗率

電力量（液晶表示値）SNVT_str_asc電力量１

内 容変数型名 称

ネットワーク変数②



機能①

電力量の送信に２種類の方式を用意

ネットワークの運用にあわせて中央監視にて選択が可能

（１）ポーリング方式

上位指令により電力量を送信

（２）イベント方式

計量値変化により電力量を送信



ポーリング方式

中央監視から電力量要求を受け取った時に、電力量を送信する

コンパクト

ＥＭ

コンパクト

ＥＭ

機能②



イベント方式

設定された電力量の増加が認められた時に、電力量を送信する

コンパクト

ＥＭ

コンパクト

ＥＭ

25713.9 kWh

25714.0 kWh

桁上がりを検出

機能③



イベント方式に関する設定

（１）イベント方式設定値

イベント方式による電力量送信の許可または禁止の設定

（２）送信間隔設定値

イベント方式使用の際、送信のタイミングとなる電力量の増加

０．１kWh、１kWh、１０kWhの中から１つを選択

例：１kWhを選択した場合

＊＊＊＊＊．＊ kWh

この桁の数値変化で電力量送信

機能④



電力量１で送信するデータは、液晶に表示されている値

25718.4

乗率が 「×100」 の場合

1次側の電力量 ＝ 25718.4×100

＝ 2571840 kWh

１次側の電力量を算出する場合は、この値に乗率を掛ける処理が必要

液晶の表示が

電力量データに関する注意事項①



電力量２で送信するデータは、液晶に表示されている値×乗率

乗率によって、データ長が変わる

25718.4

電力量２で送信する値は

乗率が 「×1」 の場合 ： 25718.4 ｋWh

乗率が 「×100」 の場合 ： 2571840 ｋWh

乗率が 「×10000」 の場合 ： 257184000 ｋWh

液晶の表示が

電力量データに関する注意事項②



導入事例①導入事例①

ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸ仕様のｵｰﾙ電化型省ｴﾈﾋﾞﾙ

オーバルコート大崎 マークイースト

動力用（空調）の負荷の計測 電灯用の負荷の計測



導入事例②導入事例②

弊社 埼玉事業所内 動力用(空調)の負荷計測



ご静聴有り難うございましたご静聴有り難うございましたご静聴有り難うございました





TLONTLON

LonWorks対応の
コーヒー、チョコレート
ドリンク・飲料サーバ



ＬＯＮＭＡＲＫＬＯＮＭＡＲＫ ＭａｇａｚｉｎｅＭａｇａｚｉｎｅ

2005年
3月号



2005年
3月号
目次XMLベースのプラグ

インの記事

モスクワの事例

Webサービスとビ
ルオートメーション
の記事

トルコの事例

地下鉄の事例

MoMa美術館の事例

病院の事例

学校の事例



デバイスプラグインとは何かデバイスプラグインとは何か

・LonWorks機器(デバイス）の初期調整パラメータ
を設定するための操作画面ソフトウエア

・機器メーカのモデルごとに異なるデザインと調整
項目をもつ

・機器メーカが作成し、インテグレータへ提供する

・ネットワークツール（LonMakerなど）から呼び出
して使う

・インテグレータの設定作業を楽にする

⇒機器メーカが自社製品の魅力をＵｐできる




